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特定非営利活動法人 フードバンク横浜 

1. 総括： 

昨今の物価高騰の影響により、先行き不透明な経済環境が続くなかにおいても、当団体は横浜市に

おけるひとり親支援、生活困窮者支援、高齢者支援など各種事業を計画に沿って着実かつ的確に推

進することが出来ました。 

経済環境不安定な中、寄付金減少傾向にあり、さらにお米の価格高騰や食品寄付の量の減少といっ

た厳しい状況が続いております。そのような状況下においても、当団体は必要なお米を市場より調

達し、支援を必要とされる方々へ安定的に届けるため尽力してまいりました。お米をはじめとする

支援物資の質・量を低下させることなく支援活動を継続していくため、様々な困難に向き合いなが

ら努力を重ねった一年でありました。 

 

諸物価値の高騰による厳しい経済状況が続く中、提携企業からのご寄付ならびにフードドライブ 

における一般市民の皆さまからの寄付持ち込みが約４割減少いたしました。特に、レトルト品、缶

詰、インスタント麺、調味料などのご寄付が大幅に減少しました。 

この傾向は当団体のみならず、日本全国のフードバンク団体が直面している深刻な社会問題となっ

ております。また、このような厳しい物資不足の状況は202６年度においても引き続くものと予想

されます。 

 

当団体の主要な支援事業である”ひとり親支援”及び“生活困窮者支援”につきましては、横浜市

内4区において毎月それぞれ1回実施しており、年間の支援世帯数は合計1900世帯となりまし

た。 

 

関内駅近くにて、毎月末にホームレス支援活動を実施しております。支援対象者の総数は年間 

1200人にのぼり、1回あたりの平均支援人数は150人となっており、年々増加傾向にありま

す。当団体といたしましては、一人でも多くの方に食品をお提供できるよう、今後も支援活動を 

継続してまいる所存でございます。しかしながら、配布場所の確保が困難であることから、 

継続が難しい状況に直面しております。 

 

日立製作所開発のアプリを使ったフードロス削減マッチング事業である”フードステーション 

横浜”事業は、本年度中に実際運用に入ることを前期より目標にしておりましたが、原材料高騰の 

ため提供店の余裕が無くなっており、事業の推進を足踏み状態です。 

 

一方、本年度も新たな企業よりの寄付申し出および社内フードドライブ開催に関する共催提案は多

数寄せられ、当団体が横浜という地域社会でSDGs推進の先駆的福祉団体として広く認知されてい



ることが判りました。これら地域社会のフードロス削減のニーズには企業、団体、学校を問わず的

確に対応をしました。この詳細は次々項３．に記述の通りであります。 

 

寄付にて受領出来る食料が不足する中ではありますが、小規模福祉団体へは食品・衣料提供にて前

年度同様に力強く支援を続けました。その対象団体は、グラマセパジャパン(東京代々木公園で街と

もの食料炊き出し支援を毎週行う米国人のグループ)、ナーラーヤナセヴァグループ(本部は横須賀

市の困窮者支援グループ)およびAll Creative Marketグループ(フィリピンの地方貧困層を支援する

日本人篤志家)の３団体です。 

 

2.  財務状況について： 

  前期（第9期）の経常損益は18.4万円の赤字となり、本年度は85.0万円の黒字と改善しま

した。その要因は、横浜ロータリークラブ122万円の寄付金ならび横浜綜合パン(株)５０万円

のご寄付で収益が前期比30%増でした。 

  本年度中の法人会員は16社、正会員は27名でした。 

  第10期中には活動基盤づくりのため法人会員の拡大し「神奈川県NPO活動基盤づくり補助

金」３０万を交付され「外資企業総覧インデックス」、「横浜型地域貢献企業」に３００通の

DMを発送した成果として、法人会員２社獲得しました。 

 

3．各事業の具体的成果： 

(1)定期活動成果： 

  ① ひとり親世帯支援会： 

   横浜市中区、戸塚区、神奈川区、港南区の4つの会場で各区毎月1回定期開催 

   開催数総計：48回、 支援対象総数：1900世帯 

  ② フードドライブ開催： 

     戸塚Modi、東戸塚そごう西武、2ヶ所で当団体主催として毎月各1回定期開催 開催

数総計：24回  

  ③ マルエツ17店舗内フードドライブ品の回収： 

      毎月横浜市内のマルエツ店17店舗を廻り、店内フードドライブ寄付品を回収して倉庫

に保管.します。食品入庫が減ってゆく中で当団体の食品回収の中核となっていますが

物価高騰の影響で減少しております。 

  ④ 関内駅マリナード地下街入口での街とも支援： 

      ８月末までに1回定期開催  開催数総計：8回   

支援対象総数：1200人  

  

(2)不定期開催の活動成果（時間順に記載）： 

2025年4月 ドイツ学園フードドライブを実施 

2025年5月 日本KFCホールディングス、エバラ食品工業、ピザハットが入居ビル1階で 

フードドライブを実施 

2025年10月  日本KFCホールディングス、エバラ食品工業、ピザハットが入居ビル1階で 

フードドライブを実施 

2025年12月 シーバイエス株式会社より神奈川区ひとり親支援会場でクリスマスケーキを配 



2026年    2月   日本KFCホールディングス、エバラ食品工業、ピザハット、TIS千代田システ

ムズが入居ビル1階でフードドライブを実施 

2026年   ３月   横浜駅スカイビルとの連携で日産スタジアムフードドライブ実施 

  

12月  赤レンガ倉庫地区でのクリスマスマーケットイベントにてオリジナルマグカップを 

販売し1個あたり10円をひとり親世帯へのお米代金として当団体に寄付。この寄付  

により当団体は100世帯分奨学米のお米購入する予定。 

  ３月  横浜市立横浜サイエンスフロンティア高校にて講演を実施 当団体による講師は4人 

      本講演のテーマは”私達はなぜ困窮者支援のボランティア活動に参加するのか？“ 

現場ボランティアメンバーが語るその動機と実情。 4年連続での講演実施。 

      ・農水省穀物課より政府備蓄米450キロの入庫 

      ・当団体によるYahoo募金の応募累計が3266人、寄付額計186万円になる 

 

 （３） 本年度中に当団体へご寄付頂いた企業・団体・学校名(敬称略)：  

 日本KFCホールディングス、日本ピザハット、エバラ食品工業、TIS千代田システムズ 

マルエツ、無印良品たまプラーザ店、無印良品青葉台東急スクエア店、無印良品コレットマ

ーレ店、キョーエーメック、IKEYA港北店、有隣堂、エフエムジー＆ミッション(株)、 

そごう西武東戸塚Ｓ.C. , 戸塚モディ、シーバイエス（株）、横浜冷凍、味の素冷凍食品、 

横浜ステーションビル、ローム（株）、テラビッツ、ハイセンスジャパン（株）中華街山

東、オイシックス・ラ・大地㈱、㈱横浜赤レンガ、東京ガス中央エネルギ㈱、公益法人フ

ードバンクかながわ、玉川電器株式会社、横浜市資源循環局、横浜市神奈川区地域振興

課 、ヤフー買って応援便、ベイヒルズ税理士事務所、アルタイトレーディング、メディア

アド、(株)ブルミッシュ、戸塚湘南YMCA、横浜綜合パン(株、)インターハーベストジャパ

ン（株）三菱銀行横浜駅前支店、㈱アルタイトレーディング、状元楼。 

               


